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ここ大阪湾の沖合では、関西新空港の建設工事が急 ピッチで進められていま

す。空港開港に伴って大阪市内 (都心)への交通網が徐々に整備され、交通網

の整備が進むにつれ、住宅地の開発工事も増加 しています。私たちの阪南町は、

その好例と言えましょう。ここ近年、人口も増加の一途をたどり、本年10月 に

は市制施行をむかえようとしています。

阪南町では、文化財保護法に基づき、こうした開発工事に伴 う埋蔵文化財の

発掘調査を事前に実施 しています。その件数は年々増加 し、ここ数年では年間

約30件 にものぼっています。

本報告書は、実施 した発掘調査のうち個人の住宅等に伴 うもので、国庫補助

事業を対象としたものです。小規模な調査ばかりではありますが、こうした調

査の積み重ねによって少 しずつ遺跡の性格等が明らかにされていきます。

今年度は、田山遺跡をはじめ 6遺跡で発掘調査を実施 しましたので、ここに

その成果の報告をいたします。この報告が文化財の理解のために少 しでも役立

てば幸いです。

最後になりましたが、調査にご協力 くださった土地所有者ならびに関係者の

方々に深 く感謝いたしますとともに、今後ともご協力をお願いいたします。

平成 3年 3月

阪南町教育委員会

教育長 庄司 菊太郎



例 口

1。 本書は、阪南町教育委員会が平成 2年度

国庫補助事業として計画 し、社会教育課が

担当実施 した阪南町内遺跡発掘調査概要報

告書である。

2.調査は、阪南町教育委員会社会教育課三

好義三、同嘱託員田中早苗を担当者として

実施 した。

3.調査にあたっては、調査地の土地所有者

等関係各位の理解と協力を得た。ここに記

して感謝の意を表 したい。

4。 本書の編集および執筆は、三好が行った。

また、実測図等の作成については、下記の

調査従事者による。

5。 本調査における記録は、実測図面、写真、

カラースライ ド等に保存されている。当教

育委員会にて保管 しているので、広 く活用

されたい。

(調査従事者 )

宇沢克之、堀川武良、寺田久一、橋本康之、

木下楠治、麻生正一郎、和田旬世、井上祥子、

上久保健吾、西畑昭男、中村淳二、小林克子
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第 1章 調査に至る経過
阪南町は、大阪府の南部に位置 し、大阪市のベッドタウンとして人口が急増

している。平成 3年 10月 には、「阪南市」としてスター トを切ることが予定さ

れている。

こうしたなか、町内の開発工事も当然増加 しており、この開発工事に伴 う埋

蔵文化財包蔵地内での土木工事の届出件数も年々増加の一途をたどっている。

昭和60年度にはわずか数件であったのが、今年度は 1月 末現在ですでに40件 を

越えるまでになっている。

阪南町教育委員会では、これらの届出に対 し、埋蔵文化財の保存や保護活用

を図るべく、昭和60年度より国庫補助事業として、発掘調査を実施 している。

今年度は、田山遺跡、神光寺 (蓮池)遺跡等で調査を実施 した。

“①

阪南町位置図
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第 2章 歴史的環境
現在、阪南町で人類の足跡が確認できる最古のものは、旧石器時代の産物で

ある。神光寺 (蓮池)遺跡から旧石器時代終末期のものと考えられている有舌

尖頭器が採集されている。

縄文時代になると、遺構は検出されていないが、馬川北遺跡で後期から晩期

にかけての土器片が出土 しているのをはじめ、玉田山遺跡、貝掛遺跡、田山遺

跡、自然田遺跡等において、石鏃等の石器が検出されている。

弥生時代では、神光寺 (蓮池)遺跡の方形周溝墓―中期―が最も知 られてい

る。同遺跡からは、同じ時期の自然流路やこれに伴って各種の上器、石器が検

出されている。この遺跡周辺において水稲栽培を行っていた集落が存在 してい

たことは間違いないものと思われる。

古墳時代では、玉田山古墳群をはじめ、後期の古墳群が存在する。 しかし、

この古墳を築造 したと考えられる集団の集落は、確認されるに至っていない。

今後の調査が待たれよう。

古代、奈良、平安時代としては、田山遺跡において製塩関係遺物等が周知さ

れている。こうした製塩土器の出土は、当時のこの周辺地域の重要な産業であっ

たことを裏付けている。一方、平安時代になると平野寺 (長楽寺)跡が知られ、

寺域等は、明確になっていないが、複弁蓮華文の軒丸瓦、これに伴 う軒平瓦が

採集されている。

中世になると、南北朝期の山城跡―井山城跡一が先年実施された発掘調査に

より、その全貌がほぼ明らかになった。この他、田山遺跡や箱作今池遺跡等に

おいて、この時期の漁労関係遺物が大量に出土 しており、当時における漁村の

存在が推定されている。

近世では、この泉州地域の名産であった和泉砂岩を採集 していた石切場跡―

箱作 ミノバ石切場跡、箱作細谷石切場跡―が特異な遺跡として知 られている。

このうち前者は、先年発掘調査が実施され、石切 り産業について考古学的に実

証されることになった。
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第 1図 阪南町内埋蔵文化財分布図
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第 3章 調査成果
1節 田山遺跡

田山遺跡は、阪南町の西南、海岸部に位置 している。これまでの調査では、

縄文時代の石鏃から近世期の陶磁器に至るまで、様々な遺物が出土 し、遺構と

しても奈良時代の集落を検出している。特に、海浜部に位置することから漁業

関係の遺物が多量に出土 している。また、中世期の中国産の青磁、白磁碗等も

検出されており、単なる漁業集落ではなく、当時中国との貿易に何 らかの関係

があったことが推定

されている。

90-1区

1.位置 (第 2図 )

調査区は、田山遺

跡のほぼ中心部にあ

たる。 (財 )大阪文化

財センターが府道設

置に先立ち実施 した

調査区に隣接 してい

る。また、この他昭

和60年度以降におい

て、たびたび国庫補

助事業として調査を

実施 した調査区が周

辺に存在する。これ

らの調査においても

上述 した遺物等が検

出されている。

第 2図 田山遺跡 調査区位置図

Ｎ①

、;ビl
90-4区

“
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2.調査の概要 (第 3・ 4図、図版 1)

調査は、調査区の南東隅に、東西方向に lm× 5m、 南北方向に lm× 4m

した。

基本的な層序は、第 4

図のとおりである。第 2、

3層が遺物包含層で、第

4層が無遺物層であった。

3.遺構 (第 4図、

図版 1)

1ト レンチにおいて0.5

m× 0.6m以上の土坑およ

びピットを検出した。そ

れぞれの埋土については、

第 4図を参照されたい。

土坑から土師質土器の

細片が出土 したが、時期

等については、決定 しが

たい。

4.遺物 (第 5図、

図版 1)

1、 2は、須恵器のそ

れぞれ杯蓋、甕である。

3、 4、 5は、瓦器婉の

口縁部、高台部である。

6は土師質の管状土錘で

ある。

第 3図 田山遺跡90-1区  トレンチ位置図

1.

2.

3.

4.

5.

耕作土

明橙茶色砂質土
淡黄灰色砂質土
(マ ンガン粒 含む )
淡黄灰色土 (地山)
(マンガン粒 含む )
淡褐灰白色砂質土

一じ
」
Ｐ３

―tuZ9・ 8[

第 4図 田山遺跡90-1区  卜_レ ンチ平面図・断面図

0                       10
|:| | | | |       lm

２
ト
ル
ンヽ
ロ

1ト レンチ
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第 5図 田山遺跡90-1区  出土遺物

90-2区

1.位置 (第 2図 )

調査区は、田山遺跡の西端部分にあたる。隣接地域で過去の調査例は報告さ

れていない。調査区の面する道路は、旧の孝子越街道とされる道で、大阪湾の

海岸に沿って和歌山に通 じていた生活道であった。

2.調査の概要 (第 6・ ア図、図版 2)

調査は、調査区の東隅に、1.5m× 2.5m、 西隅に1.2m× 2.5mの トレンチを

設定 して実施 した。前者を 1ト レンチ、後者を 2ト レンチとした。

基本的な

層序は、第

7図のとお

りである。

第 3、 4、 5

層が遺物包

含層で、第

6層が無遺

物層であっ

た。後述の

10

ll 1 1 1 1       1m

第 6図 田山遺跡90-2区  トレンチ位置図

lト レンチ

2ト レンチ
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1ト レンチ
ように、青磁、瓦器、土師

器片等が検出された。

3.遺構 (第 7図、

図版 2)

溝-1

2ト レンチにおいて検出

した。幅0.45m、 深さ0。 lm

を呈する。埋土中より土師

器片が出土 した。

溝 -2

同じく2ト レンチにおい

て検出した溝で、幅0.25m

以上、深さ0。 15mを呈する。

埋土中より瓦器片が出土 し

た。

落ちこみ -1

1ト レンチにおいて幅が

0。 9m以上を呈する落ちこ

みあるいは溝と思われる遺

構を検出した。埋土中より

瓦器および土師器片が出土

した。

落ちこみ-2

2ト レンチにおいて南方

向に延びる落ちこみを検出

~           3 チ16.63m

2ト レンチ

O          l
l,[ 1 1 l I_m

1.

2.

3.
4.

16.63m

ヽ

          ち

10

‐‐抑旧州伸旧呻中呻̈呻”にぽ８ョ
盛±      5.明 灰黄色土
耕作±     6.明 褐黄色粘土 (地山)
床±      7.灰 色砂質土
淡灰色砂質土

(マ ンガン粒 含む )

第 7図 田山遺跡90-2区  トレンチ平面図・断面図

した。埋土は、第 5層であっ ｀戸雨雨
た。埋土中より上師器片が

出土 した。         第 8図 田山遺跡90-2区

111::1:|    lcm

出土遺物

…

＼
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4.遺物 (第 8図、図版 2)   ´

1は、青磁碗の口縁部分である。いわゆる青磁蓮弁碗で、蓮弁がかなり退化

しているところから15世紀の終わりから16世紀の初め頃のものと思われる。釉

もあまり厚 くない。 1ト レンチの遺物包含層から検出された。

2は、瓦器婉の高台部である。かなりの磨滅を受けている。 1ト レンチの落

ちこみ内から検出された。

90-4区

1.位置 (第 2図 )

調査区は、田山遺跡のほぼ中央部分にあたる。隣接地域で過去の調査例は報

告されていないが、 (財 )大阪文化財センターが府道設置に先立ち実施 した調査

区の東方約100mの地点である。

2.調査の概要 (第 9010図、図版 3)

調査は、調査区の西隅に1.5m× 4mの トレンチを設定 して実施 した。

基本的な層序は、第10図のとおりで

ある。第 3層が遺物包含層で、第 5層

が無遺物層であった。遺物包含層から、

須恵器、瓦器、土師器、白土器、土師

質の蛤壷片等が検出された。

遺構は、検出されなかった。

3.遺物 (第 11図、図版 3)

1は、土師質の蛤壷で、周辺部分の

調査でも大量に出上 している中世期の
|:| | | | |       lm

マダコ捕獲用のものである。 第 9図 田山遺跡90-4区  トレンチ位置図
15.00m

l`.耕作±    4.黄 色土(砂混り)       ~~~ 151

り叶
L  

む|… 1鳳
コ

第10図  田山遺跡90-4区  トレンチ西側断面図
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この他、上述 したように須恵器、自土器片等が出

土 しているが、細片のため、図化 し得なかった。こ

のうち、白土器は、これまで、中世の一時期に紀伊

国根来寺周辺で生産されたものである。阪南町域で

は、この田山遺跡の他に、神光寺 (蓮池)遺跡で検

出されている。

|,l l l!|    lcm

第‖図 田山遺跡90-4区
出土遺物

Ｎ①2節 田山東遺跡

田山東遺跡は、阪南町の西北部に位置 し、

昭和63年度に阪南町教育委員会が、国庫補

助事業として実施 した埋蔵文化財分布調査

により周知された遺跡である。その性格は、

明確ではないが、田山遺跡に隣接 しており

比較的似通ったものと思われる。周知後初

めて、今年度遺跡内で数件の発掘調査が実

施された。 うち国庫補助事業として実施 し

た 2件について、以下に報告する。

90-1区

1.位置 (第 12図 )

調査区は、田山東遺跡の西端部分にあたる。

2.調査の概要 (第 13・ 14図、図版 4)

調査は、調査区のほぼ中央部に、東西方

向に 1.5m× 6m、 中央部やや東よりに南

北方向に 2m× 5mの トレンチを設定 して

実施 した。前者を 1ト レンチ、後者を 2ト

レンチとした。

l

-9-

第12図  田山東遺跡 調査区位置図



基本的な層

序は、第13図

のとおりであ

る。第 2、 3層

が遺物包含層

で、第4層が無

遺物層であっ

た。遺物包含

層から、須恵

器、土師器、

瓦、陶器、土

師質の蛤壷片、

土師質の土錘

等が検出され

た。また、第 1

層耕作土中か

らも磁器や土

師質の蛤壷片、

土師質の上錘

が出土 した。

遺構は、検出

されなかった。

3.遺物

(第 15図、

図版 4)
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第14図  田山東遺跡90-l区
トレンチ位置図

〔
―Ｉ
Ｈ
Ｎ
◎ O                      10
1il l l l l    lcm

田山東遺跡90-1区
出土遺物
2の磁器は、染め付けの

第13図 田山東遺跡90-1区    第15図
トレンチ断面図

1は、土師質の土錘で 1/3程度が欠損している。
口縁部分である。伊万里焼と思われる。

90-3区

1.位置 (第 12図 )
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施 した。前者を 1

ある。第 2、 3、

層から、須恵器、

ほぼ中央部に南北方向

トレンチ、後者を 2ト

4層が遺物包含層で、

土師器、瓦器、土師質

２

の

あ

３

‐

は、瑞 婉    帥

高台部分で 90-3区  出土遺物
第17図  田山東遺跡90-3区

トレンチ位置図

る。内面にヘラミガキがみられる。3～ 6は、いずれも土師質の土錘である。

はほぼ完形であるが、4～ 6は、3/4～ 2/3程度の残存である。
トレンチ 南側断面図                    ].耕 作土

n″ m:1粟曇奮E型
駄

4.灰茶色土
5.灰黄茶色土 (礫混り)(地山)
0          1

2ト レンチ 西側断面図

l  l
lト レンチ

2ト レンチ

110。 47m
一

                        

―

第18図  田山東遺跡90-3区  トレンチ断面図
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3節 箱作今池遺跡

箱作今池遺跡は、阪南町の西部に位置 し、茶屋川、飯ノ峯川等が形成する平

野部に拡がっている。既往の調査では、漁業関係の遺物や遺構が検出されてい

るほか、須恵器、土師器、瓦器等の生活遺物も今日の箱作地区の集落と重なる

地域を中心として出土 している。これらのことから、少なくとも7～ 8世紀頃

には、この周辺に漁業等を業いの中心とした集落が存在 していたようである。

この時期に結びつくような遺構はこれまで検出されていないが、今後の調査で

確認される可能性は高いものと思われる。また、中世から近世期にかけての輸

入陶磁器一青磁碗一等についても、過去に出土 しており、当時における交易を

伺 うことができる。

89-3区

1.位置 (第 19図 )

7

・
ヽヽ以

痒
指Щ

//  ぃ、
｀`
}――/

/‖ズ‖Lイ
~.′

第19図 箱作今池遺跡

キ:しき方肩高識量冗雇ギl「ノ褻
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調査区は、箱作今池遺跡の北西端部にあたる。

2.調査の概要

(第 20022図、図版 6)

調査は、調査区のほぼ中

央部に、東西方向に 1.5m

×8mの トレンチを設定 し

て実施 した。

基本的な層序は、第22図

のとおりである。第 1～ 4

層が遺物包含層で、土師器、

須恵器、瓦器、陶磁器、土

師質の蛤壷片等が検出され 第20図 箱作今池遺跡89-3区 トレンチ位置図

た。また、耕作土中から土師質の土錘も検出されている。

3.遺構 (第 22図、図版 6)

土坑-1

トレンチの西端で検出した。径約0。 7m、 遺構検出面からの深さ約0.3mを呈

する。含土中から、土師器片および土師質の土錘が出土している。

7

ヽ
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句

ヽ

            ち

―`J=名 0

′― ≡≡≡司=    、ヽ｀ ll
差 三≡五___三込12
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第21図 箱作今池遺跡89-3区
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Ｃ匡
Ｏ
Ｒ
．い
一

E
土坑 -2

トレンチのほぼ中央

部で検出した。長径約

2m、 短径 lm以上、

遺構検出面からの深さ

約0.4mを呈する。含土

中から、土師器、須恵

器片が出土 している。

土坑 -3

トレンチのほぼ中央

部で検出した。長径1.3

m以上、短径約1.5m、

遺構検出面からの深さ

約0.2mを呈する。

4.遺物

(第 21図、図版 6)

1～ 6は、瓦器婉の

口縁部、 7～ 10は、同

じく高台部である。い

ずれも遺物包含層から

の出土である。 4の内

面には、わずかにヘラ

ミガキがみられる。11

は、瓦質の羽釜の口縁

部分である。12は、須

恵器の器台と思われる。

13は、同じく須恵器の

壷の口縁部分である。

14、 15は、土師質の土 箱作今池遺跡89-3区  トレンチ平面図・断面図
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錘である。15は、完形であるが、14は、両端部が若干欠損している。15は、先

述した土坑-1か ら検出された。

90-2区

1.位置 (第 19図 )

調査区は、箱作今池遺跡の西端部にあたる。

されていない。

2.調査の概要 (第 23024図 、図版 7)

調査は、調査区のほぼ中央部に、 lm× 2m

の トレンチを設定 して実施 した。基本的な層序

は、第23図のとおりである。第 2、 3、 4層が

遺物包含層であった。遺物包含層から、土師器、

瓦器片等が検出されたが、細片のため、図化 し

得なかった。

遺構についても検出されなかった。

隣接地域で過去の調査例は報告

三`       ビ2m
ヽ

0           1
m

第23図 箱作今池遺跡90-2区
トレンチ西側断面図

90-3区

1.位置 (第 19図 )

調査区は、箱作今池遺跡の東端部分にあたる。隣接地域で過去の調査例は報

告されていない。

2.調査の概要 (第 25図、図版 7)

調査は、調査区のほぼ中央部に、 lm× 2mの トレンチを設定 して実施 した。

1.盛土
2.耕作土
3.灰褐色土
4.淡黄灰色土

0                   20
Lュ」Lュコヒ⊥______」 m

第24図 箱作今池遺跡90-2区
トレンチ位置図
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基本的な層序は、第25図のとおりであ

る。

遺物、遺構ともに検出されなかった。

_       国 m

!.耕作土
2.褐色粘質土
3.黄灰褐色礫混り土

第25図 箱作今池遺跡90-3区
トレンチ西側断面図

4節 貝掛遺跡

貝掛遺跡は、阪南町の中央部に位置し、釈迦坊川、花折川が形成する平野部

に拡がっている。既往の調査では、縄文～弥生時代の石鏃、須恵器、土師器、

瓦器、陶磁器に至るまで、様々な時代の遺物が出上している。また、中世期の

溝等についても検出されている。また、明治期に廃絶したと伝えられ、当時の

絵図や文献上で知られていた近世期の村落が、昭和62年に(財 )大阪府埋蔵文化

財協会によって実施された発掘調査で明らかにされたことは特筆されよう。

、ヽミ、
ヽ

壕

第26図 貝掛遺跡 調査区位置図

湾

Ｎ
①

　

　

阪

納
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90-2区

1.位置 (第 26図 )

調査区は、貝掛遺

跡の東端部分にあた

る。花折川に隣接 し

ており、この河川の

段丘上にあたる。

2.調査の概要
20

m

(第 27028図 、図版 8) 第27図 貝掛遺跡90-2区  トレンチ位置図

調査は、調査区のほぼ中央部に、1.5m× 4mの トレンチを設定 して実施 し

た。

基本的な層序は、第28図のとおりである。第 2層から、土師器、須恵器の破

片が検出された。

遺構は、検出されなかった。

1.耕作土
2.茶灰色粘土(黄色粘土プロック混り)

3.黄白色粘土 (地山)o

第28図 貝掛遺跡90-2区  トレンチ南側断面図

5節 神光寺 (蓮池)遺跡

神光寺 (蓮池)遺跡は、阪南町のほぼ中央部に位置 している。旧石器時代終

末期の有舌尖頭器が採集されているのをはじめ、これまでの調査では、弥生時

代と中世期を中心として様々な時代の遺物、遺構が報告されている。

弥生時代では、中期の方形周溝墓や自然流路等が同時期の遺物とともに検出

されている。中世期としては、明治初期の廃仏毀釈により廃寺となった神光寺

のものと考えられる瓦、青磁碗等の遺物、井戸等の遺構が検出されている。

また、遺跡の南方部で、条理制のなごりが現在でもみられ、この地域は、町

内でも、比較的早い時期に開墾されたものと考えられる。

]ま  
｀
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89-6区

1.位置 (第29図 )

調査区は、神光寺 (蓮池)遺跡の南西端部に位置 し、上述 した条理制の跡が

/"
′ヽ `

第29図 神光寺 (蓮池)遺跡 調査区位置図

1ト レンチ 西側断面図

0

0.耕作土
1.灰黄色土
2.淡黄色土 (灰色混 り)
3.責褐灰色土
4.黄茶灰色土
5。 黄灰色土

6.灰茶色土

Ш
、 _ノ

2ト レンチ 西側断面図

16.60m

2
|`! : i : |      lm

第30図 神光寺 (蓮池)遺跡89-6区  トレンチ断面図

「ψず
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残る地域にあたる。

2.調査の概要

(第 30031図、

図版 8)

調査は、調査区に、

1.5m× 2m、 1.5m

×4mの トレンチを

設定 して実施 した。

前者を 1ト レンチ、

後者を 2ト レンチと

した。

基本的な層序は、

第30図のとおりであ

る。

遺物、遺構ともに

検出されなかった。

90-1区

1.位置

(第 29図 )

調査区は、神光寺

(蓮池)遺跡の西端

部に位置 し、近年の

造成工事によって改

1ト レンチ

2ト レンチ

10
1 :  :  1  1  1            1:

第31図 神光寺 (蓮池)遺跡89-6区 トレンチ位置図

変された谷状地形の出口部分にあたる。

2.調査の概要 (第32033図、図版 9)

調査は、調査区に、 2m× 6mの トレンチを設定 して実施 した。

基本的な層序は、第33図のとおりである。第 2～ 4層が遺物包含層で、弥生

土器、土師器、須恵器、サヌカイ トの破片等が検出された。

-19-



3.遺構 (第 33図、図版 9)

流路-1

トレンチの西端で検出した。幅 2.4m

以上、遺構検出面からの深さ約 0.3m以

上を呈する。埋土中から、土師器片、弥

生時代後期のものと思われる甕の底部が

検出された。

4.遺物 (第 34・ 35図、図版 9010)

1は、サヌカイト製のスクレイパーで

ある。 2は、先述した流路内から検出さ

れた弥生時代の甕底部で、後期のものと

思われる。かな

りの磨滅を受け

ており、調整等

の詳細について

は不明である。

3は、遺物包含

層中より検出さ

れた須恵器杯身

の高台部分であ

る。

2.黄灰茶色土
3.暗茶褐色土
4.淡灰茶色土

第32図 神光寺 (蓮池)遺跡90-1区
トレンチ位置図

22.Om

7.青灰茶色土
8.暗茶色土
9.青灰色シルト
10.茶灰色土 13.青褐色砂礫層

14.黄茶灰色土
15。 青黄灰色シルト

トレンチ平面図・ 断面図

Ｅ
副

隣
Ⅲ
ＨＩＩ
」１１‐

―‐

5。 黄灰褐色礫混り土   11.青灰色土
6.灰褐色砂層(礫を含む)12.青褐色土

第33図 神光寺 (蓮池)遺跡90-1区

第34図 神光寺 (蓮池)遺跡90-

L__

1区 出土遺物

 ヽ                                                                  ′
0                      10
11:l l l l    lcm

第35図 神光寺 (蓮池)遺跡
90-1区  出土遺物

5cm

-20-



6節 自然田遺跡

自然田遺跡は、阪南町のほぼ南西部、玉田

山等を形成する台地の前面に拡がる平野部に

位置 している。サヌカイ トのナイフ形石器が

出土 しているのをはじめ、これまでの調査で

は、縄文時代から近世期にかけての様々な時

代の遺物が検出されている。遺構としては、

中世期の溝や流路、近世期の溝等が検出され

ている。

90-1区

1.位置 (第 37図)     .

調査区は、自然`田遺跡の南西端部に位置 し

ホ

′
、
ハ

ム

オ

第36図  自然田遺跡90-1区
トレンチ位置図

懸

¨

′

′

た

ηtti
ゝ !

第37図  自然田遺跡 調査区位置図
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ている。

2.調査の概要 (第 36図 )

調査は、調査区に、 lm× 1

を行ったが、盛土が非常に厚 く

mの トレンチを設定して実施した。人力で掘削

遺構面まで達しなかった。

90-2区

1.位置 (第 37図 )

調査区は、自然田遺跡のほぼ中央部に位置 している。

2.調査の概要 (第 38039図 )

調査は、調査区に、 2m× 5mの トレ

ンチを設定 して実施 した。

基本的な層序は、第39図のとおりであ

る。第 3、 4層が遺物包含層であった。

同層中より、土師質土器、陶磁器の破片

が検出された。細片のため、図化 し得な

かった。

遺構は、検出されなかった。

南側断面図

―

m

第38図  自然田遺跡90-2区
トレンチ位置図
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西側断面図
5.茶灰色土 (小石まじり)
6。 茶黄色粘質土
7.白黄茶色粘土
8.暗茶色粘質土133,80m

0                        2

111 1 1 1 1      1m

2区  トレンチ断面図

l.盛土
2.耕作土
3.黄褐色粘質土
4.赤褐色粘土

第39図  自然田遺跡90-

―

-22-



90-4区

1.位置 (第 37図 )

調査区は、自然田遺跡の北部に位置 している。

2.調査の概要 (第 400(41図 、図版 10)

調査は、調査区に、1.5m× 4mの トレンチを設定 して実施 した。

盛土、耕作土の直下が淡黄茶色粘質土の無遺物層であった。この層の上面で、

ピットを検出した。径約0。 2m、 検出面からの深さは、約0.2mで あった。

第40図  自然田遺跡90-4区  トレンチ位置図

盛 土 ′

′

′

|

132.85rn
|

耕作土

l.淡黄茶色粘質土 (小石混 り)(地山)

第41図  自然田遺跡90-4区  トレンチ南側断面図・平面図

―

一

―
―
」
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第 4章 まとめ

以上のように、今年度は、田山遺跡他 5遺跡で実施した発掘調査の報告を行っ

た。きわだった成果は認められなかったが、以下に若干まとめてみた。

まず、平成元年11月 に周知されたばかりの田山東遺跡で遺物、遺物包含層が

検出できたことは、分布調査の必要性を実証した好例といえよう。

また、田山遺跡の西端部にあたる90-2区での調査成果は、この田山遺跡の

範囲がさらに西側に拡がる可能性を示すものとなった。これまで、田山遺跡の

中′いは遺跡の北側付近であると考えられていた。この事実は変わることはない

であろうが、中世期と思われる溝等を90-2区で検出したので、同時期の生活

跡がこの付近に存在することが推定されるようになった。

この他、神光寺 (蓮池)遺跡90-1区では、弥生時代の土器を含む流路を検

出した。以前より同遺跡からは、中期の方形周溝墓や当時の遺物を数多く検出

しているが、集落跡については、未検出のままである。集落の場所については、

この調査区から若干離れた場所を想定したほうがよさそうである。現在は、改

変されて、ため池やゴルフ場、住宅地になっている遺跡南側の丘陵部分に、そ

の集落の存在を想定することはできないであろうか。集落のすぐ下に拡がる低

湿地に生産の基盤を設け、集落を洪水等を避けた丘陵上に営んだと考えるのは

早計であろうか。近年、この神光寺 (蓮池)遺跡内だけではなく、周辺地域に

おける調査が待たれよう。
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